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名古屋造形大学の敷地をどのようにとらえるか
名古屋造形大学の敷地を俯瞰してみると、小牧市東部に張り出した二つの半島状高台に位置する。
この半島状高台は、内津峠から久保山に至る尾張丘陵の一部を形成する。
大山地区には、標高279.6メー トルの天川山を最高峰とし、少し下ったところ標高200メー トル付近に大山廃寺を擁する。
大山廃寺は創建700年代、再興は1100年代、叡山法勝寺の玄海上人といわれ、「西の比叡山・東の大山寺」と記された文書も存
在する。半島上高台にはさまれた野口地区は古来より農業が盛んであった。
ギャラリー の配置計画、建築計画においては、この大山山系を借景として望むことのできるよう、大きく北面にむかって開かれた“多目的
テラス”を設けている。
ギャラリー 竣工前。茫漠とした北側景観。借景として切り取ることにより、美しいものとしてよみがえる。
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大学のキャンパス計画においては、教育機関としての大学のありかたを見極めたうえで、マスター プランを作成しなければならない。マス
ター プランは、全体としての環境、デザインに統一性を与えるが、個々の建築の自由は認め、個別的要求に対応できる余地を残してお
けるものでなくてはならない。
配置図に示されているように、名古屋造形芸術大学創立（正確には、名古屋造形芸術短期大学小牧キャンパス移転時）のマスター プ
ランでは、当該敷地北面に屋外ステ ジーの計画があり、すり鉢状の造成がされている。
さらに、その上部外縁は「ギャラリー 」、「学生ホール」、「売店、喫茶」、「スクー ルバス待合所」といった学生のためのサ ビース施設で囲ま
れている計画があった。
本ギャラリー の配置計画にあたり、そのマスター プランを重視したのと同時に、囲まれた広場の領域感が形成されることを期待した。も
ともと、この敷地は北側に茫漠と広がる景観をもち、外部空間としては寂寥感漂う雰囲気が醸し出されていたが、北側を閉じることによ
り、暖かみのある、囲われた小さな広場がつくられた。屋外で人々がつねに求めるのは、背後が守られ、目前の空間の先に何かより大き
な空間が開けているような場所である。しかも、壁として立ちふさがるような圧迫感のある建物ではなく、豊な緑をたたえた大山を借景と
して望むことの出来る透過性をもつ建築が必要である。これにより、屋外空間のヒエラルキーがつくられ、学生が授業の合間に集うこと
の出来る中庭的広場が形成された。
NZU航空写真
配置計画
・ 囲われた、小さな広場の形成
  SMALL PUBLIC SQUARES
・ 活動の結節点
  ACTIVE NODES
・ 正の屋外空間
  POSITIVE OUTDOOR SPACE
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小さな広場を囲む、通り抜け空間のある建築
B棟通り抜け空間。
有効に活用されているとは言い難い。
D棟通り抜け空間。
喫煙所としての利用が主体であり、残念である。本来、D棟
1階はピロティー であり、多目的に使われた豊かな空間で
あった。
G棟通り抜け空間。多目的スペース、ギャラリー と売店という異質な空間を繋ぐ緩衝空間、遠く大山の峰 を々借景として区切る額縁な
ど、いろいろな機能をもたせた。
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門口の形成
キャンパスの中心となるべき小広場への入り口である大階段は、メインゲ トーとしての装いを凝らさなければならない。
夜間のゲ トーとしての機能を生かした展示。
右はギャラリー 竣工前の状況。メインゲ トーとしての装いに欠ける。
Gギャラリー とDギャラリー により区画されたエントランス階段はメイン
ゲ トーとしての視覚的明確化を期待し、この配置計画を採用した。
何の演出もほどこされていない階段は、疲労感しかもたらさない。
Gギャラリー に展示された作品を横目にしながらの階段の昇り降り
は、疲労感を霧散させる。
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空間を生かした作品展示─柔軟性にあふれる展示空間
石黒鏘二展
日比野ルミ展
建築デザインコー ス展
八代美智子展
上記敬称は略させていただきました。
伊藤豊嗣展
坪井勝人展
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平面図
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立面図・断面図
構 造 ： RC＋S造各FL＋200までRC造、
FL＋200以上S造
基 礎 形 式 ： 直接基礎（簡易地盤改良H＝500程度）
延 床 面 積 ： 506㎡
施 工 床 面 積 ： 645㎡
外 部 仕 上
外 壁 ： アスロック t ＝60フッ素樹脂塗装（現場塗り）
R C 面 ： フッ素樹脂塗装
多目的テラス床 ： 磁器質タイル300角
スロープ 床 面 ： コンクリート刷毛引き（粗面仕上げ）
屋 根 面 ： 三晃金属ハイタフルーフ
（屋根30分耐火デッキ指定）
軒 先・ケ ラ バ ： アルミ金物押え
ギャラリー 西面ガラス ： 熱吸ガラス
軒 天 ： アルミスパンドレルA-BE
内 部 仕 上
床 ：ビニルタイルパターン貼り
（サンゲツ：ナチュール同等）
壁 ： GB12.5＋12.5AEP
ギ ャ ラ リ ー ： グリッドメッシュ天井＋屋根デッキ裏面黒色塗装
多 目 的 テラス ： 岩綿吸音板（リブ）（外部用）
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